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Ｍ崎砲台跡の保存に関する請鼈書

南あわじ市議会議長　長船　翦博　様

請願のぎ１１

２０２３ 年銷 ／日

請願者

住所　 長野県長野市松代ぢ松代１４６１

た才１　 戦争遺跡保存を国ネッ トワーク

ミ具回代表出原恵廱
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紹介議員　　　　　　　　` ぐｋニノ

４舩シニ顫凡骨
ミ

南あわじ市教育委員会は、 去る ８Ｊモ１　１１　日に回市福良に所在するＮ日陸軍の門崎砲台跡でまめられていた

発掘調査の成果についてを表しました。 回治期の砲台としては異例の天井を待ったドームやの 「穹窖（き

ゅう こう ）砲七」 と呼ばれる様式である こと が判回し、コ ンク リー ト製で奥行き約１４ｍ、幅勸１３ｍ、高さ

約７ ｍを割り 国内最大級に属すると のこ とです。 弧状の砲床、 方形に作られた砲ｎな どが良好な状疣で

残っています。また分厚い天井部には排気口 と考えられる ［Ｉミ１ 孔が穿たれているのも確認する こと ができ

ます。

周祕のよ うにＰり崎砲七は、日 清戦争後の回治３０年代の前半、鳴ｎ海峡をｊｊ して大ｋ湾に侵入する

「敵艦船」を皸止する ために作 られた鳴門要塞の一翼を占めていま した。その最初に作られたのがＰり崎

魅台で１８９７年 （明治３０） ３　Ｊ１　１５　日に起工されています。

鳴ｎ要塞を構成する一連の砲台跡は、戦後の開を等によって消滅しＰり崎砲台も大鳴門橋建ほなどで滅

失したのではないかと考え られていました。 しか し今回の調をによ って ２４ センチカ ノン砲台跡が原蔡

を保って残存 して いる こと が確認さ れる とと もに、極めて特徴的な構造であ るこ とが明ら かと なり まし

た。

門崎砲台跡な どの９塞砲台跡は県治期を代表する戦争遺跡であ り、 日本近代史を加る 上で重ｔな歴史

資料です。　 Ｐｑ崎砲台には鳴Ｍ海峡の近代の鼈史が刻まれて いま す。

回治期の砲台 としては東京湾要塞を構成 していた猿島砲台跡、 千代ヶ崎砲台がｍ史跡に、 大分県の仙

崎砲台・ 丹賀砲台は佐伯市史跡となっています。 勦歌ＬＬＩ県の｜日加太砲台の遺構の一部でさえ も国を録有

Ｗ以ヒ財 となっています。 これらは貴ｊＲな鼈史資料であると とも に観光資源と して もがげ｜］さ れています。

［１り崎砲台跡は調を終了後、 ｔ下 １階ｔ上２階の商業施鼈が建設予定とのことですが、 予定通り に進め

ばＰ１１崎砲台跡はがｊ滅して しまいます。 商業施散の設計変更等によって両者の族存はｊｆ能ではないでしょ

うか。このよ うなやへ崎砲台跡の重要性から下記のこ とを要望いた します。

請願項目

１商業施設の鼈計変更等に よっ て門崎砲七跡の現地保存を行なって くだ さい。

２　やへ崎砲台跡周ゼ：！ 部について今後学術議査を実施 し、 史跡など大化財指定を行な って 下さ い。
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